
宣 言 日 令和　3年　2月　27日

住 所 埼玉県川越市下松原518

県 内 企 業 等 の 名 称 杢和（kiwa）工房

代表者役職 氏名 店主　本間博士

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

不要となった木製こどもイスを回収し、塗
替た後に必要としている家庭に販売する
リサイクル活動を実施する。

　　　　　　　〈2020年　実績〉
　　　　　　　　　　　0件

＜2030年に向けた指標＞

年間：10件から15件実施

＜取組開始３年後に向けた指標＞

年間：3件から５件実施

川越まちゼミへの参加およびセミナーの自
主開催等を行い、傷んだ家具を塗替えるこ
とで産業廃棄物の減少につながることを
伝えていく。

　　　　　〈2020年　開催実績〉
　　　　　　　　　　　0件

＜2030年に向けた指標＞

年間：5～10回の開催

＜取組開始３年後に向けた指標＞

年間：2～5回の開催

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①テーブル：60台　②椅子：１４４脚　③収納家具：5台（年間）

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①テーブル：36台　②椅子： 72脚　③収納家具：5台（年間）

認知度の低い木製家具の塗替えを広め、
産業廃棄物となる家具の減少に努める。

　　　　　〈2020年　塗替え実績〉
　　　　　　①テーブル ：15台
　　　　　　②椅子　　　：28脚
　　　　　　③収納家具：　3台

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

みらいへとつむぐ家具のリサイクル活動に取り組むことを宣言します。
この宣言は持続可能な開発目標『SDGｓ』のつくる責任・つかう責任に関連し、同じ方向をめざすもの
です。

杢和（kiwa）工房

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


